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日本マンガ通史時期区分
植木　武，渡辺朋子＊
Japanese Manga Through the Ages
― Seen in Six Divisions―
Takeshi UEKI, Tomoko WATANABE
Abstract
　The overall history of Japanese manga from its earliest appearance over a thousand years ago 
to the present has only been considered in one comprehensive study, published in book form in 
1990. The author discussed manga in relation to the standard divisions of Japanese history.
　In the present study we took a macro bird’s eye view of the long history of Japanese manga, 
identifying six divisions in its development, not necessarily corresponding to Japanese national 
history. Our approach was, ﬁ rst, not to pay excessive attention to each minor development but 
rather, second, to single out epoch-making changes which started oﬀ  new eras in manga history. 
The divisions were:
　I. Dawn Division, starting from caricatures found on the back side of ceiling boards in the 
main building and pagoda of Horyuji Temple in Nara （8th century）. II. Infancy Division, starting 
with Otsu-e, souvenir pictures sold to travelers to the town of Otsu in Omi Province （today’s 
Shiga Prefecture） at the beginning of the Edo Period （17th century）. III. Awareness Division, 
starting from the inﬂ uence of cartoons drawn by visiting foreigners from the end of the Edo 
Period into the Meiji Period （19th century） as pictorial comments on social and political events. 
IV. Development Division, starting right after World War II when Osamu Tezuka began 
drawing manga with real storylines. V. Great Progress and Flourishing Division, starting when 
monthly manga magazines changed into weekly publications, resulting in huge increases in 
popularity and sales. VI. Rapid Decrease and Stabilizing Division, starting from the ﬁ nish of the 
vastly popular “Dragon Ball” series, leading to a steep fall oﬀ  in sales, leveling oﬀ  to the current 
lower but steady popularity of weekly manga.
　　
　キーワード： Japanese Manga　日本のマンガ，Manga History　マンガの歴史，Six Divisions in 
Manga Development　マンガ史における６時期区分
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1章　序　　言
　「漫画」という言葉は，『日本国語大辞典』に
よれば，『薬品手引草』（1778年），『四時交加』
（1799年），『重訂本草綱目啓蒙』（1847年）等に
表出したそうである。しかし，この言葉を世に
広めたのは，葛飾北斎による『北斎漫画』（全
15編）であったろう。北斎は，日常生活では変
人・奇人と呼ばれて良いぐらいに奇行の多かっ
た人物であるが，自然風景画では素晴しいアー
ト作品（富嶽三十六景等）を多数残した。一方，
人物画では，表情豊かで生き生きとした顔を描
き，体の各部は誇張して描かれ，動きは躍動的
で今にも飛び出してくるような人物画を描いた。
　前者の風景画は別にして，後者の北斎の描い
た人物絵には，町民や職人や侍のカリカチュア
ーから，女や子供たちのスケッチまで含まれて
おり，特に前者のカリカチュアーは，その中に
滑稽さ，皮肉さ，誇張を含め，おかしさや笑い
の受け狙いがあり，北斎自身はそれらを「漫
画」と呼んだ。正に，現在われわれの言うひと
コマ・マンガに相当するもので，特筆に値する。
　ところが，当時は「漫画」以外にも，戯画風
とか諷刺画風とも呼ばれ，あるいは，遊び心風
の絵は，「狂画」「酔画」「笑い絵」「鯰絵」「子
供遊絵」等と呼ばれた。つまり，時期と場所と
作者により，いろいろな呼称で呼ばれたもので
ある。一方において，鳥羽絵とか大津絵とかい
う名称は，上記の各種名称の総称として使用
されたようである（清水 1991：21，2009：36）。
ここで言う「鳥羽」とは，言うまでもなく平安
時代末期の「鳥獣人物戯画」の作者であったろ
うと推定された，鳥羽僧正覚猷の名前に由来し
ている。
　この歴史事象が意味することは，江戸時代の
滑稽で，諷刺的で，誇張の見られる人物画の祖
型は，平安時代に描かれた「鳥獣人物戯画」に
あると，江戸時代の絵師達自身が自覚していた
という事実である。そして北斎は，鳥羽絵の流
れをくむ自身の人物画に，「漫画」と命名した
のである。そこで，従来のマンガ研究者たちは，
この「鳥獣人物戯画」をもってマンガの初源と
結論付けたわけである。しかしながら，マンガ
初源に関するわれわれの考え方は，少し意見を
異にする。そこで筆者らの考えは，３章Ⅰあけ
ぼの期で明記するので，そちらを参照して欲し
い。
　　
　マンガ研究は，ここ四半世紀の間に様々な観
点から考察・分析されてきた。ところが，漫画
通史を大きく時期区分する研究は，不思議なこ
とに非常に限定されてきたということに，筆者
らは気付いた。わずか２者しか見つからなかっ
たが，先駆的時期区分研究を成し遂げた先達
に，清水勲と呉智英がいる。清水（1989，1991，
1997，2007）は，現代マンガに関する知識はも
とより，古代美術に大変と造詣が深く，啓蒙的
でありながら専門的で，微細的でありながら俯
瞰的な，マンガ通史の発展を彼の一連の出版物
で教示してくれた。氏の膨大な情報と知識に最
大のリスペクトを払う筆者らではあるが，ひと
つだけ残念な点があった。それは，清水はマン
ガの時期区分を，従来の日本史で定着している
時代区分名に準拠した点である。そのため，時
間軸が明確ゆえに誰にでも解り易いという利点
はあったものの，マンガ通史を眺めてマンガ自
身の歴史的推移・発展という事象にそって区分
されたものではなかった，という弱点があった。
　もうひとりの呉（1997）による時期区分は，
前史（古代から戦前まで）も扱ったものの，主
力は第２次世界大戦以降の現代マンガを対象と
したもので，その間の半世紀を１期から６期に
細分する時期分割であった。氏の膨大で深遠
なる知識をもとに，終戦からの50年間を，月刊
誌，貸本，週刊誌，カウンターカルチャー，少
女マンガ，ヤング誌等の盛衰をもとに，６期に
細分し，それぞれを更に数年間隔に極細分化し
たものである。その成果は，緻密で精緻で社会
学的観点にも立つ立派な業績だったので，筆者
らは氏の成果にも同じくリスペクトを払うので
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はあるが，われわれが目指す時期区分とは，か
なり相違するものと判断した。筆者らは，漫画
の発生から現在までの長い通史を，ザックリと
数期（図１参照）に分割することを試みたわけ
で，呉がミクロ的視点に立つならば，われわれ
はマクロ的視点に立つものであり，その意味で
は，清水と同じ視点に立っている。
　本稿では，われわれはマンガ通史を大きく６
期に分割した。そこで，われわれは何を根拠に
各期を区割りしたかの説明・解説が，拙稿のメ
インテーマとなる。その上で，それぞれの期の
中で起こった特色のあるマンガ事象を簡単に解
説し，代表的作品も紹介することにした。その
ような訳で，拙稿はマンガ文化史そのもののレ
ヴュー・要約ではない。従って，マンガ文化史
自体の描写は，ページ数の制限もあるわけであ
り，少々表層的になってしまうが，読者におい
てはお許し願いたい。
2章　用語「マンガ」表記とその定義
　日本語には，「漫画」「まんが」「マンガ」と，
それぞれ一般化され認知された３通りの表記法
があるので，まず，われわれはこれらの用語の
使い分けから言及したい。社会的観点と時間
軸・歴史的観点から，わたしどもはこれらの３
者を以下のごとくに区分けして使用したい。
　江戸時代の浮世絵師が，自分達が描く少々滑
稽な人物画を，平安時代に描かれた鳥羽僧正覚
猷作と伝えられた鳥獣人物戯画に準えて「鳥羽
絵」と呼んだごとく，その類似性を彼ら自身で
自覚していた。その「鳥羽絵」が，後出の江戸
時代の浮世絵師らにより「漫画」へと改称され
ることになったわけである。
　知られている限りにおいて，『薬品手引草』
（1778年）に「漫画」という文字が最初に現わ
れ，次に『四時交加』の序に「漫画」が表出し
（北原他 2001：565），葛飾北斎が『北斎漫画』
（1814年），尾形光琳が『光琳漫画』（1817年）
と，それぞれ自作品に漢字の「漫画」を使用し
た。そのような訳で，３者の中で最古のイメー
ジを有するのは漫画であるので，それら以前の
法隆寺の落画の初源から江戸時代，明治・大正
時代を経て昭和の前半の第２次世界大戦終了ま
での作品を，本稿では「漫画」と呼びたい。と
ころで，明治時代の初期に，イギリス人 C. ワ
ーグマンが来日し，『ジャパンパンチ』を創刊
すると，パンチ，あるいはポンチという言葉が
普及し，フランス人 G. ビゴーは『トバエ』を
創刊し，ひとりだけではなく複数人を登場させ
るカリカチュアー（諷刺戯画絵）を世に問うた
が，筆者らはこの時期も「漫画」と呼ぶことに
したい（図１参照）。実際のところ，第２次大
戦後に出版された月刊雑誌名でさえ，まだ「○
○漫画」というものが多かった。それゆえに，
時間軸上で，３つの表現の中から「漫画」を最
も古くしたことは，歴史的事象に照らしてみて
も矛盾はないと考えた。
　次に，ひらがなの「まんが」であるが，この
図1　マンガ通史時期区分（Ⅰ～Ⅵ期）
Fig. 1　Six Divisions in Manga Development in Japan
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用語は，第２次世界大戦終了後に，手塚治虫が
本格的なストーリーまんがを発表し始めた時か
ら使用することにしたい。ディズニーアニメー
ションの強い影響を受けた手塚の初期まんがは，
人物にせよ動物にせよ，曲線を多用する丸っこ
くて可愛い画風であった。その後，劇画という
スタイルが導入され，直線的で鋭角的な画風へ
と変化し，リアリティーと迫力が増すことにな
るが，それらを含めて戦後から10数年の時期を
「まんが」と呼ばせてもらうことにする（図１
参照）。というのも，劇画は別としても，この
時期は読者の多くが若年層で，可愛くマンガチ
ックな画風に合うひらがなの「まんが」は，小
学生や中学生にピタリと適合すると考えたから
である。
　最後のカタカナの「マンガ」は，そのまま現
在へと続くのであるが，その開始をマンガの週
刊誌化が開始されたときからとしたい。つま
り，『週刊少年マガジン』と『週刊少年サンデ
ー』が刊行された1959年３月以降から現在まで
を，「マンガ」と呼ぶことにする。週刊誌化に
より若者の購買意欲が従来より高まり，その後
の出版業界の大躍進を導く切っ掛けとなった時
をもち，その時期から現在までを「マンガ」時
代と呼ぶことにしたい。実際のところ，最近の
専門家たちは，ほとんどの方々が一般的にマン
ガを呼ぶとき，このカタカナ表記を使用してい
るので，その使用法とも整合性はあると考えた。
　以上のごとく，日本語での３通りの書き方は，
本稿では時間軸上の時系列で使い分けることに
させてもらう。なお，本稿中で一般的・総称的
に使用する際は，時空間を超えて「マンガ」と
いう現在の用語を使用させてもらっていること
も，あらかじめ断っておきたい。
　　
　そこで，次にマンガの定義を考えたい。いろ
いろな研究者が，マンガは面白くて，諷刺的で，
ふきだしがあり，ストーリー展開のある絵…と
いう見解を披露してきたが，ここに，とても良
くまとまった定義を目にしたので，簡略化・要
約化して引用したい。マンガとは，①視覚情報
として絵を提示する，②絵はストーリーを動的
に描写する，③視覚情報はセリフとして文字
で，音は擬音として表現される，④コマやフキ
ダシを使用する，という４つの「十分条件」が
列挙された（http://ja.wikipedia.org/wiki/ 漫
画，2012.9現在）。この定義を考えた方が言う
「十分条件」という言葉はやや不鮮明であるが，
筆者らの理解は，これら４つの条件が満たさ
れれば，充分（十分）にマンガと呼ぶに値する，
というものである。言い換えるなら，「必要条
件」ではないので，４つ全ての条件を満たさず
ともマンガと呼べるものはあると，われわれは
解釈をさせてもらった。
　ここでマンガの定義を持ち出したのは，マン
ガの通史分割を扱う拙稿で，マンガの初源へ遡
る際に，では初源形式の漫画が，果して上記の
①から④の定義の全てを充足させなければなら
ないものなのかと，考えたからである。その答
えは，もちろん否である。上述の定義は，定義
者自身によって「十分条件」と言われたように，
マンガの初源の作品が必ずしも４つの条件すべ
てをクリアーする必要があるとは，筆者らは考
えなかった。
　そこでわれわれは，Ⅰあけぼの期の漫画は，
４条件のうちひとつかふたつの条件をしっかり
と充足すれば良いわけで，それに，この「十分
条件」には残念ながら入っていなかった，漫画
がしばしば持つ特徴である「面白さ・滑稽さ」
「皮肉・諷刺」「おどろおどろさ・気味悪さ」
「擬人化（personiﬁ cation）」等が，視覚的・感
覚的に感じ取れれば，漫画のプリミティブな
初源の作品と考えても良いと考えた。筆者らは，
上述の４つの「十分条件」に加えて，⑤番目と
して，漫画は「可愛さ，滑稽さ，諷刺，恐怖感，
擬人化等をもつアートである」と追加したい。
初源の漫画から現在のほぼ完成されたマンガま
で，マンガのソフィストケーション化のプロセ
スにおいて，初源のころと現在との定義に，そ
れなりの差が生じても当然であると，われわれ
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は考えた。
3章　時期区分と関連諸科学
　マンガ通史を，本稿では以下のごとく６期に
時期区分した。それらの基準・根拠となったも
のは，マンガ史の中で特筆できる「歴史的事象
（事実）」であったり，外からの影響でマンガが
質的にも量的にも顕著な変化を生じた時であっ
たり，あるいは，マンガ史上において強い変化
を生じたエポックメーキングとなる事象であっ
たりする。筆者らは，それらを通史の中から注
意深く選出し，それぞれを根拠に区画の初めと
させてもらった。
　われわれは，マンガは絵であるのでアートで
あり，台詞とストーリーの展開で泣かせもし，
笑わせもし，人の心を動かすことより文学でも
あり，また，若者たちはもとより社会にこれほ
どまで多大な影響を及ぼすことから，社会学的
観点よりアプローチ・分析できる研究分野であ
ると考えている。更には，若者のファッション，
ライフスタイル，考え方，倫理観・哲学観・人
生観に多いなる影響を与えるわけで，心理学的
観点からも分析対象となる（図２参照）。つま
り，マンガ学は多面的視覚から分析のメスを入
れられる，立派な学問ジャンルであると考えて
いる。そこで，マンガ作家・画家は，自身たち
で意識しようがしまいが，児童・生徒たちのオ
ピニオン リーダーたちであるとわれわれは考
えている。
　幼児から青年期までの人間発達の中で，どん
なメディアが最も強く影響を及ぼすかと考える
と，３歳児ごろから小学生はアニメ，中学・高
校生はマンガ，高校・大学生は音楽というメデ
ィアが，若者たちに最も大きく影響を与えてい
るように思える。特に，ローティーンズからハ
イティーンズにかけ，絶大な影響力をもつマン
ガは，社会学・心理学的観点に立ち，日本のサ
ブカルチャーを語る際にも避けて通るわけには
いかない。このような多角的見方・切り口を考
慮に入れながら，われわれはマンガ通史の時期
区分を行うことにした。
　なお，筆者らが時期区分をするにあたり，最
も強く参照とさせて頂いたのは，『年表 漫画
史』（清水 2007）であることも明言しておきた
い。古代から近代にかけてのアートに疎い筆者
らは，清水の緻密で精緻な成果を受け入れて，
時期区分をする際に多いに参考とさせて頂いた
ことを，予め断わっておく。
Ȟ
ȳ
Ǭ
図2　マンガのアカデミック領域
Fig. 2　Manga Sharing in Academic Spheres
Ⅰ　あけぼの期〔８世紀初頭頃～1624年〕
　井上光貞・竹内理三（共編著）の『図録 原
始から平安』に載っている，法隆寺の金堂・五
重塔の天井板落画を観察させてもらった。顔の
特徴が巧みに描かれたこの作品は，もう立派な
カートゥーンであり，正確にはカリカチュアー
である。われわれは，これをもって漫画（マン
ガ）の祖形・初源と考えたい（図３参照）。そ
こで，これらのカリカチュアーが，現存する法
隆寺再建時（金堂再建693年頃，五重塔再建711
年頃）のものと仮定するならば，日本のマンガ
は７世紀末～８世紀初頭頃まで遡ることになる。
しかしながら，これらのカリカチュアーが再建
時のものである保証も，今のところ残念ながら
無い。その後の修繕時のものである可能性もあ
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るわけであり，確実な時代を想定できない。今
までの先達たちが何故にこれらの落画を初源マ
ンガとして考慮しないのかを推量するなら，恐
らく製作年代を決定できないからであったろう
と，考えた。しかしながらわれわれは，たとえ
製作年代が確定できないとしても，だからとい
ってこれだけ立派なカリカチュアーを無視する
ことはできないと，思った。前述の十分条件で
考えるなら，①と⑤の条件を満たす，筆達者な
画家によるカリカチュアーである。そのような
理由で，われわれは，法隆寺の天井落画をもっ
て漫画の初源と考えた。
　ほぼ年代を想定できるのは，次に言及する平
安時代末の紙本墨絵『鳥獣人物戯画』（高山寺
所蔵）である。これらに描かれた兎やカエルの
擬人化戯画を詳細に観察させてもらうと，マン
ガの持つ面白さ，諷刺性，皮肉，見る者の心を
掴む意外性，滑稽さ等を持ち合わせ，更にはそ
こそこのストーリーも展開しており，先達らに
よりこれらは立派なマンガの原型だと考えられ
た（辻 1991, Koyama-Richard 2007：14，清水 
2007：6；2008a：147，吉村 2011：38）。もちろ
図3　法隆寺金堂・五重塔の天井板落画（井上・竹内　1984：136）
Fig. 3　Caricatures Found on Ceiling Board Backs at Horyuji Temple （Inoue and Takeuchi 1984 : 136）
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ん，『鳥獣人物戯画』は，大和絵としての絵巻
き物であり，宮廷芸術画の延長上にある古典
芸術画の一部であるという見方・解釈に反対す
るわけではない。ハイ アートとしても一級品
であることは認めるが，同時に，他の大和絵に
見られない意外性，可愛さ，擬人化，可笑しさ，
そして，批判・諷刺精神も合せ持つ鳥獣人物戯
画は，現在のマンガへ明確に相通じるものがあ
ると，筆者らも考えた。
　『鳥獣人物戯画』全４巻中，甲巻と乙巻は平
安時代末（12世紀初頭）と推定されており，特
に甲巻は，猿・兎・カエルなどが極上の筆タッ
チで擬人化されていて，しかもストーリーが読
み取れる。両巻とも鳥羽僧正覚猷の作と言われ
るが，筆タッチに微妙な差があり，もしかする
と複数の画家による合作品かも知れない，と疑
われている。
　一般的に大和絵の人物像を概観すると，女性
像はもちろんのこと男性像にも，思ったほどの
ダイナミックな躍動感は乏しく，顔の表情も似
通うお決まりでスタティックなものが多い。と
ころがこれらの鳥獣戯画は，大和絵人物像を画
いた絵師とはとても思えないほど筆跡が相違す
る。特に，カエルと兎が相撲をとるあの有名な
絵は，太線が多くて筆タッチが強い。その反面，
無駄な線は一切無く，少数タッチであるが躍動
感に溢れ，大和絵の人物像があまり配慮しない
解剖学的考察が十二分に考慮されている。
　ついでに，鳥獣戯画の擬人化像についてもう
ひとつ言及したいことがある。兎，カエル，サ
ル等の擬人化像は，現代マンガ家たちが書いて
もこれら以上に秀逸に描くことは難しいと言っ
てもおかしくないほど，完璧な作品に仕上がっ
ている。特に兎とカエルは，非の打ちどころが
ないぐらいの擬人化像で，それゆえに推測が膨
らむ。つまり，これらの絵の先行形態が国内で
なかなか見つからない現在，おそらく，これら
は帰化人による作品か，あるいは，帰化人が齎
（もたら）した絵画を参考にして日本人絵師が
描き上げたものではないだろうかと，考えた。
　当時の絵巻物に描かれた貴婦人や女官の絵を
見ると，正倉院に伝わる屏風絵の鳥毛立女を想
定させてくれる。これは８世紀中頃の作品と考
えられているが，よく見ると７世紀末～８世紀
初めの高松塚古墳の女子群像へ連繋するように
思える。高松塚古墳の被葬者は，当初は中国か
らの帰化人かと思われたが，現在ではふたつ想
定があり，ひとつは日本の皇子説であり，もう
ひとつは朝鮮半島系王族説である。
　考えてみれば６～８世紀には，奈良や京都周
辺に沢山の帰化人が住んでいたのだ。その中に
は，大和王権のアドヴァイザーとして来日した
先進文化を有した帰化人たちもおり，彼／彼女
らはそれぞれの専門領域で大陸文化を紹介して
くれた。朝廷の儀式や祭典指導はもとより，律
令・官位制度，戸籍・計帳，尺・測量法，税制
度，鋳造技術と貨幣制度，寺院建築，仏像制作
等，すべては朝鮮半島を経由して大陸文化が渡
来したわけである。高文化であった大陸文化を
受ける大和民族としては，模倣した作品が，大
陸のオリジナルと似ていれば似ているほど「本
物」となるわけであり，忠実に制度や技術・技
法を真似たのである。絵画も同様で，そっくり
技法をコピーできれば，それこそが「真物・本
物」の絵画となった時代である。
　実物の兎やカエルをどれ程じっくり観察した
からといって，あのイキイキとした擬人化鳥獣
画まで辿り着くのは至難の技である。ここは，
他の全ての場合と同様に，大陸の類い希なる天
才が考え創り出した擬人化デザインが，手本と
して存在していたと考えた方が無理がないと思
う。もし，そのようなサンプルを見せてもらえ
さえすれば，日本にも天才絵師はいたわけで，
瞬時にコピーはできたはずである。あるいは，
朝鮮半島を通過して来日した天才画家自身が，
『鳥獣人物戯画』の動物画を描いたと推測する
こともできる。つまり，ここで筆者らは，近い
将来，これらの擬人化動物像と瓜ふたつの兎や
カエルの図が，12世紀初頭を遡る時代に，半島
や大陸で発見されるであろう，という仮説を提
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出しておきたい。
　ところが，辻が興味深いことを書いている
（1991：80）。氏が北京で日本美術史を教えたと
き，中国人学生のひとりが数個の理由を挙げて，
これら鳥獣戯画は日本人画家の作品であろうと
感想文を書いたそうである。もちろん，その学
生の意見も，ひとつの仮説と筆者らは考えてい
る。
　『鳥獣人物戯画』のあと，最古の着色絵巻の
ひとつである『信貴山縁起』には，人物に驚き
の表情や体の動きに戯画的な面白さがあると言
う（清水 2007：24）。『伴大納言絵詞』は，宮
廷絵師常盤光長が描いたものらしいが，人々
の表情に力強さがあり，群集場面は圧巻であ
る。それに続けて，餓鬼草紙，病草紙，天狗草
紙，百鬼夜行図，放屁合戦等も，絵に体の動き
や，顔表情の変化や，妖怪のおどろおどろし
さや，人をからかい諷刺する，いわゆる，「漫
画」と考えて良い好例ではないかと筆者らも考
えた（清水 2007：20‒9）。
Ⅱ　揺籃期〔1624～1862年〕
　江戸時代の寛永年間（1624～44年）に，近江
国（滋賀県）大津の追分け地である大谷で，街
道を行く旅人たちに売られた大津絵の出現（清
水 2007：34）をもち，筆者らは揺籃期の始ま
りと考えたい。大津絵は仏画から始まったよう
だが，次第にユーモラスで軽妙な戯画となり，
東海道を旅する旅人の土産物として買われ，全
国へと知れ亘った。われわれは，庶民を対象に
大津絵という民絵が，商品として売買されたと
いう事実を重視したのである。一部の貴族や寺
社の宝物としての収蔵品ではなく，一般村民・
町民へのみやげ品として売られたという事実は，
決して軽んじる訳にはいかない。Ⅰあけぼの期
の開始から，約１千年を隔てた大津絵の出現を
もち，Ⅱ揺籃期の始まりと認定した。
　大津絵が急激に広まったのは，寛永14年
（1637年）に島原の乱が起こり，寛永17年にキ
リシタン奉行所が設置され，寺請制度や宗旨人
別帳制度が始まり，民衆は大津絵仏画を購入し
て家に飾り，キリシタンではないことを証明し
ようと考えたからのようである。元禄４年には，
芭蕉が「大津絵の筆のはじめは何仏」と詠んだ。
仏画時代が落ちつくと，次第に戯画的人物像へ
と移ることになった。軽妙で，面白いカートゥ
ーンの中でも，時には実在人物らしき者の特徴
を誇張して描いているので，カリカルチュアー
とも呼べる戯画もあった（清水 2007：34）。
　大津絵の出現に遅れること１世紀して，鳥羽
僧正覚猷の名前からとった，「鳥羽絵」という
民絵が現われた。18世紀の初頭に京都に住む佐
野金蔵が描き始めた画風が，後になって鳥羽絵
と呼ばれるようになったようだ（清水 2007：
36）。宝永期（1704～1711年）には，大阪の絵
師大岡春朴が書いた『画本手鏡』の中に，金蔵
の絵と似通う躍動感があり，長い手足の人物像
が描かれていた。ちょうどその頃，『寛闊平家
物語』巻４（1710年）の中に，「近ごろ，鳥羽
絵と称する絵が扇や服紗に描かれるのがはやっ
ている」と，初めて文献中に「鳥羽絵」が表
われた（清水 2007：36）。当時の江戸の人々が，
関西で発生し，関東へ波及してきたダイナミッ
クで誇張があり，手足の長い人物像を，『鳥獣
人物戯画』の作者として推定されていた鳥羽
僧正覚猷の名前から「鳥羽絵」と呼んだことは，
彼ら自身が鳥獣戯画の擬人化された動物の面白
さと，江戸時代の鳥羽絵の面白さを同質のもの
と認識していたことの証左になる。つまり，あ
る意味で，彼ら自身がその面白さを模倣してい
たということを認めるものである。この当時は，
もちろん肉筆画もあったが，多くは木版刷で印
刷され，商品として多量に売られていた時代で
ある。
　江戸時代には，戯画，大津絵，狂画，草
画，鞘絵，まくら絵，遊び絵，戯れ絵，ふざけ
絵，滑稽，地獄絵等と，200以上の呼び名があ
ったそうだが，中でも「大津絵」や「鳥羽絵」
は，それらの一般的名称として使用されたよう
で，その意味で特に重要な呼称である。一方，
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「漫画」の語源には複数説あるのだが，中でも，
「気の向くままに漫然と描いた画」という説は
有力であると，言われている。随筆を意味する
漫筆が，絵を画くと「漫筆画」，あるいは「漫
画」となったのであろうか（清水 1991：17）。
　鳥羽絵の一種として考えられる「漫画」とい
う文字が，初めて文献に現われたのは，どうも
『薬品手引草』（1778年）のようである（『日本
国語辞典』）。その後に葛飾北斎は，見たり聞い
たり，感じたりしたもろもろの人物像を具象化
した『北斎漫画』（全15編）を発表した。1814
年に1編が刊行されてから，彼の死後に出版さ
れた15編（1878年）まで，長期にわたり継続し
て刊行された。町人図，農民図，武士の稽古図，
釣の図等となんでもあるが，中には侍を皮肉く
る諷刺画もあった。尾形光琳も，ほぼ同時期に
『光琳漫画』（1817年）として続いた。
　江戸生まれの歌川国芳は，武士の絵を描かせ
たら身の毛も弥立（よだ）つ絵を書いたが，同
時に諷刺や遊び心にも富んだ作品を残した。天
保の改革で煌（きらび）やかな美人画や役者絵
が禁止されたため，釘でいたずら書きしたよう
な釘絵風の役者絵を描いたこともあった（清水 
2007：46）。
　江戸時代の戯画には，歴史上の英雄を描いた
もの，架空人物，神々，女性，動物等といろい
ろあったが，その中に妖怪図もたびたび登場し
た。ろくろ首，天狗，河童，鬼等である。神道
の中に存在する「万物に霊魂有り」の考え方は
アニミズムであり，石や木や火，井戸や滝や洞
穴に存在する神や妖怪の図も，しばしば描かれ
た。このジャンルは現在のマンガの中にも通ず
るもので，一定の読者の心を掴んでいる。
　Ⅱ揺籃期に属する絵師で，上記に言及されな
かった方々を列挙するなら，長谷川光信，一竜
子述，花耕山人，歌川広重，歌川国郷，歌川国
貞，竹原春潮斎，耳鳥斎，歌川貞重，十辺舎
一九，歌川芳藤，鳥山石燕，北尾政美，百斎，
月岡芳年，歌川芳盛，歌川芳艶等が挙げられ，
彼らは多くの戯画を描き残した（清水 2007：
33‒49）。
Ⅲ　覚醒期〔1862～1945年（敗戦）〕
　当該期の始まりは，外国人画家による，いわ
ゆるカートゥーンからの影響を考慮して認定し
た結果である。時は幕末，鎖国制度が事実上崩
壊し，外国人が横浜近辺に居住するようになっ
た。五箇条の誓文を公布し（1868年），明治と
改元し，藩主たちに朝廷への版籍奉還を命じ，
廃藩置県を断行し，ついに明治維新が完成した。
幕藩体制から近代社会への大きな変革を体験し，
人々の関心・興味は，レヴェルの高い近代文明
の欧米文化へと向った。
　幕末より横浜近辺に居住を開始したヨーロッ
パ人たちは，自分たちの文化とまったく相違す
る日本の文化から大きな刺激を受け，少し絵心
のある画家が創作意欲を掻き立てられ，生活の
ためにあまり上手ではない一枚画を描き始めた。
一方，日本には江戸時代からの浮世絵の流れを
汲む絵師はいたわけで，自分たちの絵とまった
く違う画風の西洋的カートゥーンから多いなる
刺激をもらった。なにしろ浮世絵は，顔にしろ
手足にしろ，比較的のっぺりとした２次元図で
あったが，西洋画は陰影法と遠近法を使い，ペ
ン画といえども３次元的で立体感を持つ人物像
を描く。特に顔の表情にはリアリティーがあり，
図中に解説する添え書きも珍らしい。上手とは
思えない，むしろ下手に近いながらも，実在の
人物を描く場合，その人の顔の特徴を強調・誇
張して仕上げるカリカチュアーは，漫画にはあ
ったが浮世絵の技量にはあまり無かった手法で
あり（例外は写楽），江戸時代の浮世絵の流れ
をくむ明治時代の絵師たちにとっては，大変に
刺激を受けることになった。
　幕末の文久１年（1861年）に，イギリスの
「イラストレイテッド ロンドン ニューズ」か
ら派遣されたチャールズ ワーグマンは，翌年
には小沢カネと結婚し，横浜居留地に住んだ。
同年，生活の手段として『ジャパン パンチ』
を発刊し，諷刺画をもって時事・政治問題を一
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枚絵漫画で表現し始めた。この『ジャパン パ
ンチ』は，イギリスの『パンチ』という週刊
漫画雑誌を手本にしたものだが，結局のところ，
幕末の数年間，明治時代になって1887年（明治
20年）まで，計25年間継続した（清水 1991：
34，1999：31，2007：20, 1）。
　アメリカ人ヴァン リードは，岸田吟香の協
力を得て，『横浜新報もしほ草』を，1868年６
月に創刊した。しかし，わずか２年後には廃刊
となってしまった。短期間ではあったがリード
は，英・仏の列強国が日本を影響下に置こうと
政治的に画策するのを横から眺めつつ，アメリ
カ人の目でもって監視するという政治漫画を描
いた（清水 1991：31）。
　1882年（明治15年）に，フランス人画家ジョ
ルジュ ビゴーが来日し，1887年に『トバエ』
を創刊すると，翌月にワーグマンは『ジャパン 
パンチ』を閉じることにした（清水 2007：62）。
ビゴーは，来日して４年間で５冊の画集を出し
たあと，『トバエ』を出版するわけで，『ジャパ
ン パンチ』の廃刊と『トバエ』の創刊があま
りに近くて，ワーグマンと個人的に交流があっ
たのではないかと推測されている。
　その件はともかくも，ビゴーも日本人女性と
結婚し一子をもうけるが，数年で離婚して，彼
は息子を連れて1899年に帰国してしまった。在
日中に彼は，『トバエ』等の雑誌に勢力的に一
枚絵を書き続けたが，内容は，日本の政治や社
会等へ，少し辛口で批判的な目で画いた作品を
残した（清水 2007：72）。
　ワーグマン，リード，ビゴーは，３人とも文
化比較や体制批判を漫画で表現したのだが，確
実に日本の新聞や雑誌の漫画に影響を及ぼした。
江戸時代に幕府の批判など考えもつかなかった
が，明治時代となり自由民権運動が始まると，
外国人カートゥーンニストの影響とはいえ諷刺
漫画が日本人漫画家によっても描かれ始め，反
政府運動の一手段として利用された。印刷技術
も進歩して，一度の発行部数も多数となり，自
由民権運動の中で漫画が大きな役割を果すよう
になったのだ。
　このジャーナリズム運動の中心となったのは，
広島県士族出身の野村文夫である。彼は1877
年（明治10年）に週刊誌『団団珍聞』を発刊し，
諷刺画，狂句，川柳等をもって藩閥政治を批判
し，自由民権運動を支えた。当時活躍した漫画
家に，本多錦吉郎，小林清親，田口米作，中村
不折等がいた。これに対して明治政府も黙って
おらず，それより２年前の1875年には，政府は
讒謗律（ざんぼうりつ）と呼ばれる新聞紙条例
を布告していた。これらの法律と条例で，政府
はマスコミ界を抑えつけようとしたわけで，ワ
ーグマンは「言論界はもはや黄昏だ」（1878
年）と反発して，政治カートゥーンを発表した。
しかしながら，発売禁止処分第１号は，本多錦
吉郎「難獣経犀」の一枚絵であり，発売禁止と，
当時の編集長が禁固１年の刑を受けたのである
（清水 1991：62，1997：36, 7）。
　香川県出身の宮武外骨は，氏が主宰した『頓
智協会雑誌』上で，安達吟光の執筆した「頓智
研法発布式」の図が皇室批判をしたとして，雑
誌主宰者としての不敬罪に問われ，３年間入
獄した。出獄後の1901年（明治34年）に，大阪
で『滑稽新聞』を発刊したり，それを継続する
ため『大阪滑稽新聞』（1908～1913年），その後
『月刊不二』へと，雑誌名を次々に変えながら
政府批判を継続した。宮武は，氏自身を含め関
係者が5回投獄されるという，不撓不屈の精神
で，明治・大正時代の政権に漫画を武器に戦っ
た立派な反骨者のひとりであった（清水 2007：
82）。
　埼玉県出身の北沢楽天は，オーストラリア出
身 F. ナンキベルに西洋漫画を学び，横浜居留
地の新聞で漫画を担当した。後に，『東京パッ
ク』（1905年）を創刊し，職業漫画家として独
立した第１号と呼ばれている。1912年（明治45
年）には，『楽天パック』と『家庭パック』を
創刊し，下川凹天，小川治平等の弟子を育て
た。『東京パック』は，その後は弟子達に引き
継がれ，第２次世界大戦開戦直前まで継続した。
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『東京パック』が創刊されると，それに刺激さ
れ赤松麟作が中心となり，翌年の1906年（明治
39年）に，大阪で『大阪パック』が発刊された
（清水 2007：84）。
　大正期になって活躍する函館出身の岡本一平
は，東京美術学校を卒業した後，朝日新聞へ入
社した。夏目漱石という知己を得て，『一平全
集』を出版したり，「一平塾」を開催して，近
藤日出造，杉浦幸雄，小山内宏等の弟子を育て
た。なお，岡本一平は子ども向けのストーリー
漫画も描き，この流れは，宮尾しげを，織田小
星，樺島勝一，武井武雄，竹久夢二，麻生豊へ
と引き継がれた（清水 2007：104‒12）。
　朝日新聞や報知新聞が，４コマ漫画で広く読
者の心を摑んでいたが，昭和になると読売新聞
も漫画部を設けて販売に力を入れてきた。田中
比佐良，下川凹天，前川千帆，宍戸左行などに
よる漫画が好評を博した。明治の自由民権運動，
大正のデモクラシー運動等の流れをくむ，労働
運動や政治批判の社会情勢を映す漫画（柳瀬
正夢，岩松淳，松山文雄等）も当初はあった
が，軍からの抑圧や締付けが強くなり，次第に
家庭や社会の文化変容を反映する風俗諷刺漫画
へと移っていった。東郷青児，佐伯米子，伊藤
深水，川端龍子，山下新太郎等が続いた（清水 
2007：140）。
　昭和の前半時代は，次第に戦争の影が忍び寄
る暗い時代であった。戦闘機の爆音と軍靴の音
が序々に騒がしくなる時代であり，その暗雲の
影響は漫画界に重く伸し掛かった。田河水泡の
『のらくろ上等兵』シリーズ，島田啓三の「冒
険ダン吉」，阪本牙城の「タンクタンクロー」，
中島菊夫の「日の丸旗之助」等の軍隊・冒険物
語が単行本化され，よく売れたのである（清水 
2007：142）。これらの本はいずれも講談社版で
あったが，これに対抗して中村書店は，「愉快
な探険隊」（大城のぼる），「びっくり突進隊」
（謝花凡太郎），「ハヤブサ探偵長」（賀川草）
等を刊行した。４コマ・マンガでは，「あわて
ものの熊さん」（前川千帆），「江戸っ子健ちゃ
ん」「フクちゃん」（横山隆一），「ヒィフゥみよ
ちゃん」（長谷川町子）等が，広く読まれた。
Ⅳ　進展期〔1945（敗戦）～1959年〕
　戦時中は紙不足もあり，国や軍を鼓舞する例
外を除いて漫画雑誌はほとんど休刊とさせられ
た。その反動ということで，敗戦直後の昭和
21年から22年にかけ，まんが雑誌（『漫画タイ
ムス』『漫画クラブ』『まんがマン』他）が多数
創刊された。子供たちを対象にしたまんが雑
誌（『子供のマンガ』『冒険マンガ』『こども漫
画』他）も出版されるようになった。紙不足は
戦後も続いたが，区切りの良い敗戦をもってⅣ 
進展期の開始と見なしたい。軍国主義が終焉し，
新しい民主主義の息吹きが押し寄せ，いよいよ
まんがの進展と躍進が予測できた。
　その頃，少年・少女に大きな影響を及ぼし
た月刊誌が創刊されるようになった。1946年
には，『少年倶楽部』を改名して『少年クラ
ブ』，『少女倶楽部』を改名して『少女クラブ』，
『少年』等が発刊された。1947年には『漫画少
年』，1949年には『少年少女冒険王』，1952年に
は『漫画王』等が，次々と創刊された。
　Ⅳ期の始まりは，その開設者でもあり，その
後に近代マンガを機関車のごとく牽引した手塚
治虫の一連の作品に言及しなければならない。
彼の若き頃の作品に，作画を手掛けた『新宝
島』がある。いわゆる赤本と呼ばれたもので大
阪の出版社が刊行し，冒険まんがとして本格的
ストーリーまんがの走りとなった（呉 1997：
133）。その後，手塚は「ジャングル大帝」「鉄
腕アトム」「火の鳥」「ブラックジャック」と書
き続けたが，Ⅳ期の特徴は，手塚によって開拓
された本格的ストーリーまんがの誕生にあった。
他に人気を博した作品には，「黄金バット」（永
松健夫），「冒険児プッチャー」（横井福次郎），
「砂漠の魔王」（福島鉄次），「少年ケニヤ」（山
川惣冶），「イガグリくん」（福井英一），「赤銅
鈴之助」（福井英一から武内つなよし）等があ
った。
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　一方，新聞紙上の４コマまんがも興隆した。
朝日はアメリカのマンガである「ブロンディ」
と「サザエさん」，讀賣は「轟先生」，毎日は
「プーサン」などで，それぞれが多くの購読者
の心を摑んだ。
　Ⅳ期には，まんが史における３つの重要なブ
ーム現象を呼び込んだ歴史的事象があったが，
これらの３事象は実は互いに相関しており，そ
の意味で別々に議論することはできない。最
初のひとつ目のブームは，「赤本ブーム」であ
る。手塚による『新宝島』が赤本であったよう
に，大阪を中心に赤本ブームという現象が起っ
た。戦後の深刻な紙不足の時代，質の劣る再生
紙を利用して，「赤本」と呼ばれる薄くて赤茶
っぽい単行本がシリーズで出版された。赤色を
加え黒赤２色刷りもあった。多くは弱小出版
社からのものであり，販売ネットワークは小さ
かったので，駄菓子屋や，作家本人が縁日など
で地ベタに並べて販売した。筆者のひとり（植
木）は，東京の下町浅草育ちで，小さい頃は良
く縁日に出掛けたものである。小学校３年生頃
（1954年頃），「植木市」へは必ずのように足を
運んだものである。「金魚すくい」「ヨーヨー」
「綿菓子」「水中花」の屋台に混じって真黒なジ
ャンバーを着たおじさんが赤本を売っていた。
他の屋台がすべてジェネレーターで電球を灯け
ていたが，赤本おじさんだけはカーバイト（ア
セチレン ランプ）の薄明かりの中で，地ベタ
にビニールを敷きその上に赤本を並べて売って
いた。暗闇の中に真黒なおじさんがじっと動か
ず客待ちしているのが小学生であった筆者には
不気味に映り，赤本おじさんのところは横向き
で，足早に通り過ぎた思い出がある。
　赤本を描いていたおじさんの中には，生計の
足しにと紙芝居を製作し，子供たちから人気を
博した方々がいた。その紙芝居が突然のごとく
終焉に向かうのだが，この終わりに関してもい
ろいろな原因を唱えるひと達がいる。しかし，
植木はリアルタイムでこの問題を記憶している。
浅草にあるＦ小学校へ通っていた筆者は，小学
３年生（1954年）か４年生のとき，クラスのホ
ームルームで担任教師から，紙芝居のおじさん
から買うお菓子は，「不衛生だから，買って食
べてはいけない」と，はっきり禁止させられ
た。その週末に紙芝居のおじさんが来ても，筆
者らは遠くから見ていて誰も買わなかった。困
ったおじさんは紙芝居だけやって帰っていった
が，それが２～３回続いて最後となった。筆者
はハッキリと覚えているのだが，菓子の入った
木箱は確かに非衛生的だったので，教育委員会
から各小学校へ通達が伝わった事は推測できる。
しかしながら，紙芝居が終わってしまったこと
は，やはり残念なことであった。もちろん，こ
の筆者のリアルタイムの経験が，紙芝居終焉の
唯一の理由であるとは言い切れない。場所によ
り，時により，他にも理由があったかも知れな
いが，とにかく１つの歴史事象として記憶に留
めてくれれば幸いである。
　ふたつ目のブームは，「貸本まんがブーム」
である。1950年代に大都市の下町にある有料私
設図書館では，小説や娯楽雑誌に交じってまん
がが貸出されていた。筆者のひとり（植木）の
記憶では，東京の浅草には，1955，56年頃には，
一町会にひとつぐらい，主婦が店番に立つ個人
貸本店が広がった。新刊本を買うだけの小遣銭
をもらえなかった筆者は，そこで１週間という
期間をもらい本を借り出した記憶がある。１日
超過すると，その分のペナルティーを支払わな
ければならない決まりであった。
　当時の貸本の版元は，赤本の版元と重なるこ
とが多かったのだが，大阪には八興という出版
社があり，そこは後に光伸書房と社名を変えた。
他には，「新宝島」の育英出版があった。東京
には，三洋社や兎月書房があり，各社はまんが
家を抱えて単行本を出版していた（呉 1997：
146）。最盛期には，全国に古本屋が3万軒近く
あったようだが，1959年のまんが雑誌週刊誌
化とテレビに押されて衰退していった（山腰 
2009a：34）。
　最後のみっつ目のブームは，「劇画ブーム」
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である。従来の手塚に代表される，丸っこくて
「かわゆい」まんがチックな画風から，直線的
で鋭利な画風へと変化したのは，対象の年代を
子供達から青年達へ押し上げようとしたことが
一因であったようである。最初に「劇画」とい
う言葉を使用したのは，辰巳ヨシヒロが「幽霊
タクシー」で「劇画工房」という言葉を使用し
たのが切っ掛けであり，1959年に劇画工房グル
ープ（辰巳ヨシヒロ，桜井昌一，石川フミヤス，
Ｋ・元美津，佐藤まさあき，山森ススム，さい
とう・たかお，松本正彦等）が結成された。し
かしながら，残念なことに１年後には解散して
しまい，それぞれ独自の道を歩むことになった。
もっとも，この劇画タッチの画風は今では当た
り前となり，完全に定着して現在に至っている。
　以上の３つの「ブーム」はかなり重複してお
り，特に後者のふたつ（貸本と劇画ブーム）
は，ほぼ全面的に重なる。貸本ブームがピーク
を迎える頃，貸本屋を念頭に発刊した特筆すべ
き月刊誌があった。1956年（昭和31年）創刊の
『影』と，翌年創刊の『街』である。劇画タッ
チのマンガが多く，貸本屋経由の読者も増加し
た。手塚は，当初において劇画の画風には大反
対であったが，最後には自ら劇画風の作品『ブ
ラック・ジャック』を作ってファンを呼び戻し
た。
　手塚は出版社の紹介で，貸本・劇画ブームが
到来する少し前の1952年に，大阪から東京のア
パート「トキワ荘」へ移った。手塚を慕ってト
キワ荘へ入居した寺田ヒロオや，手塚が転出し
た前後に入居した藤子不二雄，鈴木伸一，森
安なおや，石森章太郎，赤塚不二夫，よこた
としお，水野英子等は，1954年に寺田を党首に
「新漫画党」を作って制作活動を続けた（山腰 
2009b：232）。
　Ⅳ期で著名な作品としては，「サザエさん」
（長谷川町子），「フクちゃん」（横山隆一），「ク
リちゃん」（根本進），「黄金バット」（永松健
夫），「砂漠の魔王」（福島鉄次），「てるてる
姫」（早見利一），「鉄腕アトム」「火の鳥」（手
塚治虫），「猿飛佐助」（杉浦茂），「イガグリ
くん」（福井英一），「赤胴鈴之助」（武内つな
よし），「矢車剣之助」（堀江卓），「まぼろし探
偵」（桑田次郎），「鉄人28号」（横山光輝）等。
Ⅴ　飛躍・繁栄期〔1959～1995年〕
　終戦後に発刊された少年・少女誌は，すべて
月刊誌であったが，1959年に『少年マガジン』
と『少年サンデー』が週刊誌として創刊された。
それから９年後と10年後に，それぞれ『少年ジ
ャンプ』（当初は隔週刊）と『少年チャンピオ
ン』が週刊誌として創刊された。子供たちの小
遣い銭にも限度があると思われたが，経済の堅
調な復活で親の懐具合に余裕が出たようで，一
部の子供たちが毎週マンガ雑誌を購入するよう
になった。特に『少年ジャンプ』は，1995年に
は1週間で653万部印刷され，ギネスブックに登
録された。ここまでくると経済界の中でも，マ
ンガ業界がそれなりの地位を占めるようになり，
社会・文化へ，大きなインパクトを与えるよう
になった。マンガ業界が確実に自信を積み重ね
ていった時代で，その切っ掛けとなった週刊誌
化のはじめをもって，われわれはⅤ期（飛躍・
繁栄期）の出発と考えた（図４参照）。
　少年週刊誌が目立つが，少女週刊誌や週刊
青年誌も相次いで発刊された。『週刊少女フレ
ンド』，『週刊マーガレット』，『週刊少女コミッ
ク』『週刊漫画アクション』『週刊セブンティー
ン』『週刊ヤングジャンプ』『週刊コミックモー
ニング』等である。正に，週刊マンガ誌の発
展期であった（清水 2007：195）。一方，月刊
誌であったが特筆に値する雑誌に『ガロ』と
『COM』があった。『ガロ』は貸本誌系で反体
制的であったが，『COM』はトキワ荘系で政治
色は無かった。
　名古屋（一説には豊橋市）から始まったとい
うことは聞くが，いつ（一説に1975年頃）から
開店したか不明であるマンガ喫茶がある。店内
には単行本を中心に大量のマンガがあり，自由
に読めるが時間制限があり，それを過ぎるとド
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リンクを追加注文しなければならない。ところ
が1998年ごろになると，インターネットが使え
るネットカフェが現われ，ここではマンガを読
めるだけではなく，ゲームや，後にはメールも
できるようになり人気を呼んだ。
　60年代の初めから中ごろにかけて，笑いの
マンガとして，赤塚不二夫の「おそ松くん」
や「天才バカボン」が登場し，ギャグ漫画の潮
流を作った。藤子不二雄は「オバケのＱ太郎」，
藤子・F・不二雄は「ドラえもん」で，子供達
の人気を博した。ちなみに，赤塚も藤子も「ト
キワ荘」グループの有力メンバーであった。
　60年代の後半は，世界中でベトナム戦争反対
の学生運動の嵐が吹き荒れた。この学生運動が
高揚した時期に，担い手の中心であったラジカ
ル学生の間で，白土三平による「忍者武芸帳」
（1959）や「カムイ伝」（1964）がむさぼり読ま
れた。階級闘争や差別がテーマで，学生運動家
達は共感を覚えたのだ。同時に彼らは，当時の
義理や人情を重んじたヤクザ映画にもはまり込
んだ。学生運動家たちによる体制批判は，一部
の大人側からの同情・理解を得た。しかしなが
ら，70年代になり，よど号ハイジャック事件や
浅間山荘事件などがニュースで大きく取り上げ
られると，問題提起としては正しかった学生運
動が，内ゲバで内部崩壊を促し殺人まで犯すよ
うになると，社会から完全に見放され，孤立・
沈滞・消滅へと向った。
　ちょうど同じ頃（60年代後半），「スポ根」と
呼ばれる根性物が少年たちの心を捕えた。「巨
人の星」「ドカベン」「キャプテン翼」「あした
のジョー」「はじめの一歩」等である。努力と
図4　少年週刊マンガ誌の発行部数推移
Fig. 4　Boys’ Manga Magazines Published after Switch from Monthlies to Weeklies
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忍耐でスポーツの栄光を摑むサクセス ストー
リーで，若い小・中・高校生の間で人気が沸騰
し，マンガジャンルの中でもひとつの潮流を築
いた。努力は最後に報われるという「根性も
の」として，日本マンガの特徴のひとつとなり，
現在へ続いている。
　一方，女性作家に目を移せば，70年代にな
ると，花の24年組のメンバーが活躍し始めた。
「ポーの一族」萩原望都と「風と木の詩」竹宮
惠子らは，少年愛（のちに BL とか「やおい」
と呼ばれる）をテーマに，独自のジャンルを築
いていった。「やおい」とは，やまなし，おち
なし，いみなしという，自虐的なアブリビエー
ションではあるが，筆者らに言わせればまった
く逆で，やまあり，おちあり，いみありという，
大変に立派なジャンルである。これも日本マン
ガの特長のひとつで，多いに誇れるものである。
この時期に，池田理代子による「ベルサイユの
ばら」が超人気となり宝塚で演じられると，母
親同伴の若い少女で宝塚劇場は満席となった。
　山上たつひこによる品の悪い「がきデカ」は，
一大ブームを起こし，ギャグマンガの潮流を継
承した。楳図かずおの「まことちゃん」，秋本
治の「こちら葛飾区亀有公園前派出所」などが
人気作品となり，ギャグマンガは売れるという
流れを作った。
　Ⅴ期の終末は，突然のごとくやってきた。90
年代の前半は，少年誌を中心に少女誌も，売れ
に売れた時期であり，マンガ界が大きな自信
を持った絶頂期であった。ところが，１週間
に653万部印刷されギネスブックに世界記録と
して掲載された『ジャンプ』であったが，1995
年に「DRAGON BALL」が連載を終了し，翌
年に「SLAM DUNK」も連載を終えると，販
売数が激減し，「あっ」という間に絶頂期の２
分の1にまで落ち込んだ（図４参照）。その原
因は何かと当時，「DRAGON BALL」のファ
ンであった方々に質問すると，「（…DRAGON 
BALL が終了した後は，）面白くなくなった」
と，一様に答える。これだけでは筆者らには納
得ができず，他の要因をいろいろと検討してみ
たが，やはりこれという納得できる説明は今だ
に発見できないでいる。このことが意味するこ
とは，ひとつの原因ではなく，複数の原因を考
えなければならないということであろうか。
　Ⅴ期の中ばに，特筆すべきイベントが立ち上
がった。つまりコミックマーケットであり，愛
称コミケ，あるいは，コミケットとも呼ばれる。
個人，あるいは少人数の同人サークルが申し込
み，小さなブース（机台）をもらって自分達の
制作したマンガを，一般参加者に販売するとい
うイベントである。プロも混じっていたが，多
くはセミプロや同好の方々であった。1975年12
月に第１回が開催された後，年２回（冬・夏）
のペースで，あちこちと開催地を変更しながら
継続し，小さく始まったコミケが，2013年夏の
３日間に，同人サークル参加数が35,000で，一
般参加者数が計59万人という，世界一の同人誌
即売会へと成熟していった。プロを目指すセ
ミプロと，その彼／彼女らを支援したい一般読
者が，対面で話し合えるコミックマーケットは，
多くの若者の心を捉えて現在へ続いている。
　Ⅴ期の著名な作品は，上記に記述した作品
を除外して，以下のごとくである。「忍者武
芸帳」（白土三平），「伊賀の影丸」（横山光輝），
「サイボーグ009」「仮面ライダー」（石ノ森章
太郎），「ゴルゴ13」（さいとう・たかを），「ナ
ナとリリ」（里中満智子），「白いトロイカ」
（水野英子），「アタック NO. 1」（浦野千賀子），
「ねじ式」（つげ義春），「ルパン三世」（モンキ
ー・パンチ），「ガラスの城」（わたなべまさこ），
「８マン」（平井和正），「河童の三平」（水木し
げる），「ハレンチ学園」（永井豪），「はいから
さんが通る」（大和和紀），「キャンディ・キャ
ンディ」（水木・いがらし），「はだしのゲン」
（中沢啓治），「ガラスの仮面」（美内すずえ），
「日出処の天子」（山岸涼子），「ちびまるこちゃ
ん」（さくらももこ），「漂流教室」（楳図かず
お），「美少女戦士セーラームーン」（武内直子），
「NANA」（矢沢あい），「子連れ狼」（小池・小
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島），「嗚呼‼花の応援団」（どおくまん），「王
家の紋章」（細川・芙），「キン肉マン」（ゆで
たまご），「AKIRA」（大友克洋），「ドカベン」
（水島新司），「釣キチ三平」（矢口高雄），「アシ
ュラ」（ジョージ秋山），「男一匹ガキ大将」（本
宮ひろ志），「課長 島耕作」（弘兼憲史），「有閑
倶楽部」（一条ゆかり），「タッチ」（あだち充），
「キャプテン翼」（高橋陽一），「電影少女」（桂
正和），「動物のお医者さん」（佐々木倫子），
「攻殻機動隊」（士郎正宗）等。
Ⅵ　激減・安定期〔1995年～現在〕
　「DRAGON BALL」連載中止（1995年）後，
一部ファンは『マガジン』へ移行したようだ。
翌年には「SLAM DUNK」も終了し，『ジャン
プ』が急転激減する一方，『マガジン』は漸増
して一時は逆転するが，それも数年間のみで，
『ジャンプ』に再逆転を許す。そして，その後
は『ジャンプ』が300万部弱で安定するように
なるが，『マガジン』と『サンデー』は微減を
続けることになる（図４参照）。一方，少女雑
誌も同様に販売部数を減らしている状況が続き，
そこで現在は，マンガ業界の「冬の時代」と呼
ばれている。業界全体が自信喪失の時代であり，
将来への展望が拓かれずに困っている，という
のが現状である。
　しかし，暗い面ばかりを見ずに明るい面を
見れば，『ジャンプ』が，まだ300万部前後の信
じ難い売り上げ部数をキープしていて，「ONE 
PIECE」は単行本の総売り上げ部数で３億冊
超えを記録した。１億冊を超えたときに，世界
で最も売れたマンガとしてギネスブックに記
録された「ONE PIECE」はもとより，「キャ
プテン翼」「NARUTO」「BLEACH」等は海外
でも人気が高く，アニメと共に世界の若者たち
に影響を及ぼしている。われわれが戦後にディ
ズニーのアニメーションや絵本を愛したように，
日本のアニメは既に半世紀，マンガも40年ぐら
い前から，海外のファンに愛されてきた。日本
の文化が海外へ進出して影響を与ぼすというの
は，今までにも例はあったのだが，現在ではア
ニメとマンガがその中心を占拠するようになっ
た。そこで日本政府も，この非常に希な現象を
無視することなく，“クールジャパン”という
キャッチフレイズをもって支援してくれている。
　海外で，ひとつ困った問題が起きていた。既
に数年前に遡るのだが，ニューヨークからやっ
てきたアメリカ人の若者が，とても自慢げに，
「わたしたちは，日本人が月曜日に BLEACH
を読む前に読んでいる」と，言う。そこで，
「英語でか，日本語でか？」と質問すると，「も
ちろん英語でだ」と答える。「日本人が読む前
に，どうして英語で読めるのだ？」と聞いた。
「ある人が日本語の BLEACH を販売前にイン
ターネットに載せると，もう一人が日本語を英
語に翻訳し，すると，もう一人が「ふき出し」
の中の日本語を消して翻訳英語を入れる」と答
えた。どうも彼は，なぜ「BLEACH」が，月
曜販売日より前にインターネット上に掲載され
たのかは知らないようだった。
　日本の出版社が苦慮していたことは明らかだ。
このコピーライト侵害連携プレーは，正に作家，
エンピツ入れ，ペン入れ，ふき出し文入れ，色
付け等と，マンガ作成にあたりインターネット
上で連携作業をするアメリカ流である。法に訴
えるのが筋ではあったが，マンガは人気物であ
り，反発・反感を買うのも困るわけで，当時，
日本の出版社は手を拱（こまね）いていたよう
である。
　筆者らは，現在人気の高い作品が，四半世紀
前の『DRAGON BALL』と比較して，その面
白さにおいて劣っているとは思っていない。現
在の作家・作画家たちは『DRAGON BALL』
を小さい頃に読んでプロに育っているわけで，
ドラゴンボールを越えるレヴェルをと考えてマ
ンガを制作している。その意味で，現在の本格
的バトル作品は，ドラゴンボールから多くの影
響を受けながらも，より刺激的で，より過激で，
より面白い作品を作成しており，その意味では
大成功している作品は多いと思う。
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　つまり，筆者らが言いたいことは，ひと昔前
のごとくマンガが売れなくなった理由は，作品
の質が落ちて面白くなくなったので売れないの
ではなく，質は上がってもっと面白くなったの
に，単に若者たちは，ヤングアダルトも含め，
週刊誌マンガの購入を見合わせているのだ，と
言いたい。他にお金を使う道（例えば，パソコ
ン，携帯電話，音楽，ゲーム等）が以前と比べ
ていろいろと増加し，安価なマンガではあるが，
若者達にとってお金をマンガには使えないとい
う事情が生じてきたのではないかと，考えてい
る。しかし，友人が買った週刊誌は回し読みを
したり，コンビニで立ち読みはできるので，更
には，気に入った作品は，レンタルコミック店
で単行本を借り出したり，ビデオ店で CD を借
り出したりしているのだ，と思う。そこで，中
でも「嵌（はま）った」マンガは，単行本を
１巻から全巻揃えて自宅の書棚に飾るというこ
とになる。単行本が以前に比べ，作品数も増え，
販売数も増加傾向にあるようだ。聞いたことが
あるであろうか，ある若者が言っていた。「本
当にマンガ好きは，ジャンプやマガジンを買わ
ない。単行本を揃えるのだ」と…。
　　
　メディア ミックスが，マンガ界においてい
よいよ本格的になった。マンガがテレビアニメ
になる最古例は「鉄腕アトム」である。1951年
からまんがで始まった「鉄腕アトム」が，1963
年に白黒のテレビアニメになり，子供たちから
人気を博した。Ⅴ期の1970年代になると，「マ
ジンガーＺ」のマンガとアニメが始まり，す
ぐに超合金マジンガーＺが発売されて大変よ
く売れた。「ルパン三世」や「美少女戦士セー
ラームーン」もマンガとアニメで，人気が出
た。そしてⅥ期になると，「金田一少年の事件
簿」，「名探偵コナン」，「遊☆戯☆王」，「ONE 
PIECE」，「NARUTO」，「BLEACH」等と，
続々と人気作品が出現した。これらは全て，マ
ンガがオリジナルで，そこからテレビアニメや
劇場版アニメへと派生した例である。
　以下は，上記で言及した以外のⅥ期の著
名なるマンガ作品である。「犬夜叉」（高橋留
美子），「MAJOR」（満田拓也），「HUNTER
×HUNTER」（ 冨 樫 義 博 ），「 よ つ ば と！」
（あずまきよひこ），「ヒカルの碁」（小畑健），
「DEATH NOTE」（大場つぐみ），「のだめカ
ンタービレ」（二ノ宮知子），「テニスの王子
様」（許斐剛），「鋼の錬金術師」（荒川弘），「も
やしもん」（石川雅之），「ちはやぶる」（末次由
紀），「君に届け」（椎名軽穂），「銀魂」（空知英
秋），「ぬらりひょんの孫」（椎橋寛），「青の祓
魔師」（加藤和恵），「黒執事」（枢やな），「ヒビ
キノ BB」（ミキマキ），「テルマエ・ロマエ」
（ヤマザキマリ），「國崎出雲の事情」（ひらかわ
あや）等。
4章　まとめと展望
　マンガ史時期区分の先行研究例を捜したとこ
ろ，２先達（清水勲・呉智英）による素晴らし
い業績を発見した。中でも清水の業績は，われ
われと同じマクロ区分法であったのだが，残念
ながらその時期区分は日本史の時代区分と同じ
ものであった。そこで本稿では，マンガの発生
から現在までの長い歴史を，マクロの鳥瞰的視
点から眺め，マンガの進化・発展のプロセスの
中で，エポック メーキングとなる事象を根拠
に時期区分を試みた。あまり細かく分けて複雑
にならないように配慮して，Ⅰ期からⅥ期まで
の６区分に抑えた。
　Ⅰあけぼの期（８世紀初頭頃～1624年）は，
今ひとつ年数を確定できないのだが，われわれ
は再建された法隆寺の天井板に画かれた落書き
をもって，漫画の初源と見なした。その後，数
百年が経過して12世紀初頭頃になると，あの有
名な『鳥獣人物戯画』が突然のごとく現れる。
この絵巻物中に現われる擬人化像は，大和絵の
流れを汲む古美術絵画であると同時に，滑稽で，
面白く，諷刺的で，鑑賞者の心を摑みとる。つ
まり，われわれが現在考える漫画的要素を多く
充足するもので，筆者らも従来の研究者らと同
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様に，これらを立派な初期漫画のひとつと判断
した。
　Ⅱ揺籃期（1624～1862年）は，寛永年間
（1624～1643年）に近江国大津で，仏画，ある
いは，軽妙な絵として旅人たちに土産物として
売られた大津絵の出現をもって始まる。旅人で
あった庶民たちが購入したという商品であった
事実は，われわれの視点からでは重要なポイン
トとなる。しばらくたつと京都の絵師が，手足
が細長く躍動感に溢れる人物像を描き，人々が
これらを鳥羽絵と呼んだ。江戸時代初期の人々
が，この人物像を平安時代に鳥獣戯画を描い
た作者と思われた鳥羽僧正覚猷の名前を使用し
たという事実は，彼ら自身が両者を同類のもの
と想定していたことを証明する。その後に，鳥
羽絵の一種と考えられた「漫画」が，葛飾北斎
や尾形光琳によって作品の題名に使用されて販
売され，その結果「漫画」という言葉が広く普
及・定着するようになったことは，マンガ史の
中では特筆に値いする。
　Ⅲ覚醒期（1862～1945年）は，幕末に横浜へ
来たイギリス人ワーグマンが『ジャパン パン
チ』を発刊し，時事問題を諷刺画で描き始めた
時をもって始まる。フランス人ビゴーは，『ト
バエ』を発刊して諷刺漫画を発表した。Ⅲ期の
始まりは，複数の西洋人たちによる日本の政
治・文化に対する批判や揶揄を描いたカートゥ
ーンの出現で，日本人絵師たちへ刺激を与えた
時をもって始まった。この当時，自由民権運動
が盛り上がり，宮武外骨は明治政府を批判し，
監獄へ入ったり出たりを繰り返した。一枚画
と並んで，新聞紙上の４コマ マンガも多くの
人々により愛された。一方，近代化を急激に推
し進めた日本は，３回の外国との戦争を経験し
ながら，とうとう第２次世界大戦へ突入した。
　Ⅳ進展期（1945～1959年）は，敗戦後に手塚
治虫が，本格的ストーリーまんがの『新宝島』
（酒井・手塚）を発表した時をもって始まる。
戦中にもそれなりのストーリー漫画はあったの
だが，冒険的・科学的・ファンタジーな本格的
ストーリー漫画は，手塚によって初めて創作さ
れた。ディズニーや宝塚歌劇からの影響を受け，
手塚は「ジャングル大帝」「火の鳥」「鉄腕アト
ム」「リボンの騎士」等を次々に発表した。こ
の時期に，「赤本ブーム」「貸本まんがブーム」
「劇画ブーム」という，３大まんがブームが続
いた。
　Ⅴ飛躍・繁栄期（1959～1995年）は，それま
での少年・少女月刊雑誌が，次々と週刊雑誌
化していった初年となる1959年を始まりとする。
雑誌販売数が次第に増加していき，作家と作画
家はもちろんのこと，出版社や書店が，マンガ
に絶大なる自信を持った時期である。この時期
には傑作マンガは大変に多かったが，特に忘れ
てはならないマンガは「DRAGON BALL」で
ある。これが終了する直前に，掲載誌である
『ジャンプ』が１週間に653万部印刷されたと，
ギネス ブックに掲載された。この稀代まれな
る傑作であった本格バトルマンガは，後の数々
の作品の良きモデルとなったのだ。
　Ⅵ 激 減・ 安 定 期（1995年 ～ 現 在 ） は，
「DRAGON BALL」 が 終 了 し， １ 年 後 に
「SLAM DUNK」も終焉すると，『ジャンプ』
の週間販売数が一気に２分の１へ激減した。他
の少年・少女雑誌もすべて微減傾向で現在に至
っているため，現在のマンガ不況を「冬の時
代」と呼ぶ人もいる。ところが，マンガ王道を
歩む『ジャンプ』は，ピーク時より大幅に販売
数を減らしたとはいえ，それでも大変な販売数
を確保している。実際のところ，いくつかのメ
ガヒット作品（「ONE PIECE」「NARUTO」
「BLEACH」等）を生み，国内はおろか，世界
中の若者たちの心を捕捉した。日本政府は，ア
ニメとマンガを「クール ジャパン」の目玉に
して，海外への文化情報発信を後押ししている。
　以上のごとく，筆者らはマンガの初源から現
在までを，ザックリと６期に区分させてもらっ
たが，将来的な展望としては，どなたかが，拙
稿のそれぞれ６期を，もう少しミクロの視点で
細分化してくれたらと願っている。マンガ史に
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関心・興味をもつ若手研究者に，是非とも取り
組んでくれるように希望したい。
　　
　最後に，「マンガ学」についてひとこと言及
したい。アート・風刺・娯楽として始まったマ
ンガではあるが，1980年代末から清水（1989）
によって始まる，マンガをアカデミックな研究
対象として取りあげた「マンガ学」が，いよい
よしっかりとした学問の一領域として地位を確
立することになった。多岐にわたるテーマは，
多数のジャンルに分類され，マンガ学は研究史，
思想史，文学・アート論，画法論，脚本論，産
業論，ジェンダー論，差別論，評論等の多くの
視点から研究のメスを入れられるようになった。
　ジャンルの多様性こそは，日本のマンガが有
する最高の特長である。マンガ資料はまだまだ
膨張している。質・量ともに充分過ぎるデータ
を内蔵するのが日本のマンガである。一方にお
いて，マンガ学はまだ発展途上の道半ばの状態
である。広い視野をもつ研究者の育成と熟成を
願うばかりである。今後は，新理論や新分析法
を求めて，若手研究者が活躍する時代となるで
あろう。これから大いに伸びしろのあるマンガ
学が，今後はどの方向へどれだけ伸びるのか，
筆者らは楽しみに期待しているところである。
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